
 

 

 

 

 

 

 

 11月に引き続き、2月 8日に“あさぎり わくわく ラボラトリー”が開催されます。 

 “社会とつながり、探求し続け、自己を高めていく人間の育成”を研究テーマに掲げ、朝霧流プ

ロジェクト型学習をとおして、「生きる力」の実現に迫ろうとされています。“あさぎり わくわく 

ラボラトリー”の特徴は、朝霧流プロジェクト型学習の取組を提案するだけでなく、子どもを育て

るベースとなる教育哲学や教育理念の共有を図る熟議（対話）の大切さを提案されています。その

中で熟議や対話が生きて機能するためには、安心して対話ができる、心理的安全性が保たれた環境

づくりにチャレンジが、朝霧小の今回の研究の特徴でもあり、ベースになっていると考えます。一

度、“あさぎり わくわく ラボラトリー”で、熟議を体験していただき、新年度に向けての学校の方

向性を考えるうえで、まず、校内で熟議をおこなっていただくきっかけになればいいなと考えてい

ます。熟議ではないけれど、そんな対話が日常的におこなわれる環境が広がっていけばといいなと

願っています。 

 “あさぎり わくわく ラボラトリー”第 3次案内より、朝霧小学校の考える熟議と当日の熟議の

テーマをご紹介します。 

 テーマⅠ・テーマⅡ・テーマⅢと３つのテーマがあげられています。こうした教育哲学や教育理

念につながることは、各校で学校教育目標や教育課程を考える時や、校内研究を進める時に話し合
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“あさぎり わくわく ラボラトリー～Education in a new era～” 

 朝霧流プロジェクト型学習をとおして授業だけでなく、熟議の大切さも提案！！ 

熟議とは 

教育哲学や教育理念などを互いに理解し合ったり、共通認識を創り出したりすること。情報

伝達や How toの共有を目的としたものではない。ある事象だけに限らず、ほかの事象にも転

移できる力を高めるための対話の場。 

テーマⅠ「何のために教育をしているのか？」 

キーワード：①ＶＵＣＡ時代 ②ウェルビーイング  

③学校に通う意義（社会にとっての学校教育の意味） 

テーマⅡ「目指す教師像とは？」 

キーワード：①コーチングとティーチング ②自分にとっての仕事の意味 ③教科書の扱い

方と学習指導要領から考える自由度 

テーマⅢ「学び続ける教師」 

 キーワード：①これからの校内研究（研修）のあり方 ②生涯探究社会の到来 ③持続的な

成長をもたらすフロー状態 



われているようで、実際のところは個々でイメージはもっているが、改めて話し合ったことがない

というのが正直なところでは思います。また、教育哲学や理念が日頃からの対話の中で確認・更新

されていくことが我々のベースとして必要なのではと考えています。 

また、働き方改革が求められている中、ここにあげられているテーマは働き方改革を考えるうえ

でも大切なのではと考えます。“働き方改革”の言葉だけが一人歩きして、じっくりと“何が働き方

改革”なのか、“なぜ、働き方改革なのか” といったことが実際のところは話し合われていないの

ではと感じます。こうした教育哲学や理念は話し合われても結論はなかなか出ませんが、考えを出

せる、相互理解が深まるという安心感が、一見遠回りのようですが、後々きいてくるのではと考え

ます。また、校内だけで話し合われるだけではなく、学校・家庭・地域でゴールを共有する対話が

社会の変化が進めば進むほど求められてくると考えます。 

 2月 8日に朝霧小学校で熟議を体験されてみるのはいかがですか？ 

 

 1月 13日（金）にあましんアルカイックホールで兵庫県教育委員会主催の“令和 4年度学力向上

シンポジウム”が開催されました。「令和 4 年度の全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指

導等の改善・充実のポイント」として兵庫県教育委員会義務教育課よりの基調報告のあと、“「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善”をテーマに、実践発表とパネルディスカッショ

ンがおこなわれたようです。 

 基調報告の中で調査結果と子どもへの質問紙の結果と関連させる中で見えてきた課題に向け、

「学習指導について（３つの提案）」として次のような提案をされています。 

 提案１）「見方・考え方」を働かせた授業改善 

 提案２）「学びに向かう力」の育成 

 提案３）「カリキュラム・マネジメント」の充実 

 参加した指導主事からシンポジウムの報告を聞きながら、“「主体的・対話的で深い学び」の実現

にむけた授業改善”がゴールではなく、なぜ、 “「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授

業改善”が必要なのかを十分対話する必要があるんだろうなと感じました。ここに上記で紹介させ

ていただいた「熟議とは：教育哲学や教育理念などを互いに理解し合ったり、共通認識を創り出し

たりすること。情報伝達や How to の共有を目的としたものではない。ある事象だけに限らず、ほ

かの事象にも転移できる力を高めるための対話の場。」を重ねてみると、授業だけでなく、子どもが

育つ仕組づくりとして、家庭や地域とつながっていく意味が見えてくるのではと考えます。 

 そんなことを考えていると、このシンポジウムに参加された先生がどのように基調報告・実践発

表・パネルディスカッションを受け止めたかを聞いてみたいなと思ってしまいました。こうした交

流が、提案１にある「見方・考え方」を教師自身が体感できる場になり、シンポジウムで学んだこ

とを活かし具体化するためにコミュニケーションを図るといった面での「学びに向かう力」につな

がり、そうした学びをデザインしつなぐ意味で「カリキュラム・マネジメント」を理解することに

つながるのではと思っています。もしこの学力向上シンポジウムでの学びを交流する企画が実現す

るようであれば、またお知らせさせていただきます。 

 

令和 4年度学力向上シンポジウム 

 ～「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授業改善～ 


